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教育研究上の情報 
「令和 2 年度 社会貢献の概要」社会貢献 

 

７．社会貢献 
「卒業率を上げ、国家試験全員合格を果たし、就職率 100％を継続させ、優秀

な医療人を社会に送り出す」ことが社会貢献の第一義であるが、さらに以下の項

目の継続、実施に努めた。 
 

7-1 地域医療やリハビリテーション、介護予防等に関する知の拠点の確立 
本学のこれまでの教育・研究・社会貢献事業を、貝塚市を中心に大阪府南部か

ら和歌山県北部の地域に拡げ、知の中核拠点としての役割を果たす。また、河﨑

グループとの連携をより一層強化し、少子高齢化等の社会的課題に対応するネ

ットワークの構築に努めた。 
 
7-2 社会貢献活動（公開講座等）の実施 
7-3 地域との連携強化 
7-4 大学開放事業の実施 

コロナ感染の拡大に伴い、「こども療育支援室による公開講座」「阪和地域リハ

ビリテーション研究会」「公開講座」「出前授業」や貝塚市ならびに地域の企業と

連携した「認知症予防プロジェクト」等、当初予定していた種々の事業を大幅に

縮小せざるを得なかった。 
地域の方々の生涯学習に寄与するため大学にある施設・設備を開放している

事業についても同様の状況であった。 
 

令和 2 年度 こども療育支援室による公開講座実績 
  月日 テーマ 場所 参加者数 

1 2 月 27 日 運動が苦手・不器用なお子様への

本学の取り組みについて Web 開催 32 人 

 
令和 2 年度 出前講座等実績 

  月日 テーマ 場所 参加者数 

1 8 月 5 日 リハビリテーション職種の違いに

ついて 大阪高等学校 2 人 

2 3 月 2 日、5 日 テーピングの方法、効用等につい

て 
県立和歌山商業高等

学校体育館 92 人 

 
令和 2 年度 認知症予防教室実績 

 月日 テーマ 場所 参加者数 

1 
9 月 2 日～ 
12 月 16 日 

フレイル・認知症予防実践教室 貝塚市内各町会館 59 人 

2 
10 月 1 日～ 
10 月 19 日 

ここまでわかった認知症予防 貝塚市内各公民館 99 人 
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7-5 FM 和歌山での健康講座 

令和 2 年 12 月から、毎週 1 回の本学教員による健康講座を FM 和歌山放送に

て行い、本学の認知広報に努めた。 

 
令和 2年度 健康講座放送実績 

 放送月日 出演教員 テーマ 
1 10 月 5 日 武田 雅俊 認知症について 

2 11 月 2 日 中尾 英俊 スポーツ現場に関わる理学療法士について 

3 11 月 9 日 木村 秀生 言語聴覚士の魅力ついて 

4 12 月 7 日 嶋野 広一 回想法との出会いと実践について 

5 12 月 14 日 岡  健司 人類の進化と健康について(1) 

6 12 月 21 日 中村 美砂 「ロコモティブシンドロームとは？」 

7 12 月 28 日 高橋 泰子 構音（発音）の障害について 

8 1 月 11 日 村西 壽祥 

理学療法士を目指そうと思ったきっかけ、理学療法士

の魅力・やりがい・理学療法士になって良かったと思

ったこと、現在の専門（肩関節の障害）について 

9 1 月 18 日 嶋野 広一 作業療法との出会い(私が作業療法士を目指した理由） 

10 1 月 25日 馬屋原邦博 難聴者とのコミュニケーションについて(1) 

11 2 月  1 日 岡  健司 人類の進化と健康について(2) 

12 2 月  8 日 高橋 泰子 子どもの吃音について 

13 2 月 15 日 中村 美砂 ロコモティブシンドロームの予防方法について 

14 2 月 22 日 馬屋原邦博 難聴者とのコミュニケーションについて(2) 

15 3 月  1 日 上島  健 
作業療法士の支援と本学における関連施設実習につい

て 

16 3 月  8 日 松尾 加代 心理学全般・目撃記憶について 

17 3 月 15 日 村西 壽祥 
肩関節の障害について、スポーツ傷害と肩関節の関連

について 

18 3 月 22 日 高橋 泰子 発達障害－読み書き障害－について 

19 3 月 29 日 寺山久美子 
リハビリテーション専門職 50 余年～この仕事は素晴

らしい 

 
7-6 臨床実習指導者講習会の実施 
 令和 2 年 4 月に改正された「理学療法士作業療法士学校養成施設指定規則」

の施行を前に計画的に臨床実習指導者を養成するため、各都道府県において各

士会及び養成校が協力し、協議会を設置することとなった。大阪府においても本

学の河﨑理事長を会長とし、臨床実習指導者講習会大阪府養成校協議会を設置

し、講習会の開催に努めた。 
 

令和 2年度 臨床実習指導者講習会（大阪府）開催実績 
区

分 
期日 計画校 受講者数 備考 

PT 
11 月 21 日～22 日 大阪医専 49  

11 月 28 日～29 日 大阪ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ専門学校 44  
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2 月 27 日～28 日 関西医科専門学校 32  

3 月 6 日～7日 大阪河﨑ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ大学 44  

3 月 13 日～14 日 

四条畷学園大学 40  

森ノ宮医療大学 50 

大阪南視覚支援学校、阪

奈中央ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ専門

学校と共催 

3 月 20 日～21 日 大阪医療福祉専門学校 39  

 
 

OT 

1 月 23 日～24 日 

1 月 30 日 
大阪医療福祉専門学校 40 

オンライン開催 

2 月 27 日～28 日 

3 月 6 日 
大阪河﨑ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ大学 40 

オンライン開催、阪奈中

央ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ専門学校

と共催 

3 月 7 日 

3 月 13 日～14 日 
関西福祉科学大学 40 

オンライン開催 

3 月 20 日～21 日 

3 月 27 日 
関西医療大学 29 

オンライン開催 

 
7-7 聴講生制度・科目等履修生制度の実施 

社会貢献活動の一環として、聴講生制度・科目等履修生制度を継続して実施し

た。 
 
 

「令和２（2020）年度事業報告書」抜粋 


